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霧島温泉における新幹線全線開業の効果
および新燃岳噴火の影響について
－アンケート・ヒアリング調査をもとに－
菊地裕幸’
調査の目的
鹿児島国際大学経済学部･菊地ゼミナールは、地域経済（特に鹿児島経済）
が持続的に発展していくためにはどうすればよいのか、という観点から研究
を行っている。今回のアンケート・ヒアリング調査は、霧島温泉が、新幹線
全線開業や新燃岳噴火などの影響をどの程度受けているのか、また、温泉街
が元気になっていくためにはどのような取り組みが必要なのかを調べること
を目的としている。
調査日
２０１１（平成23）年９月１２．１３．１４日
調査に協力していただいた施設
霧島いわさきホテル、霧島山上ホテル、霧島花紫、霧島ホテル、旅行人山
荘、野々湯温泉、霧島湯之谷山荘、霧島スパヒルズ、霧島観光ホテル、霧島
国際ホテル、みやまホテル、プチホテルレクストン霧島、ホテル霧島キャッ
スル、清流荘、おやど花みずき、きりしま悠久の宿一心、牧水荘、さくらさ
くら温泉、天成花壇、竹千代、霧島ロイヤルホテル、あかまつ荘、民宿登山
口温泉、霧島ハイツ、ペンション遊鹿霧、ペンション異人館、せせらぎ荘、
１本原稿は、「演習Ｉ」の学生（菊永大智、神野美紀、堤タケル、新添凌、西薗洋平、浜田誠志、山
下真司、上村卓矢、多嘉良和真、湯田佳祐、鞠木諒、黒木直哉、宮路征弥、田口真、鬼塚康平、小池
宏和、田原健志、堀野裕介、盛川健太）および菊地がアンケート・ヒアリング調査を行ったものをま
とめ、菊地が文瀬化したものである。なお、文責は菊地にある。
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ホテル華耀亭、安楽温泉朱111紫、妙見折原荘、薩摩隼人妙見ホテル、妙兇Ⅱj巾
会館、妙見田島本館、ホテル京セラ、グッドイン隼人、サンホテル同分、セ
ントラルイン国分、野鶴亭、スパホテルＹｏｕ湯（以上39施設）
質問１．霧島温泉において、新幹線全線開業効果は実感としてありますかｃ
大いにある（２）少しはある（１６）あまりあるとは思わない（１２）
あるとは思わない（３）わからない（O）
わからない
０％（Ｏ）
あるとは思わない
９％（３）
あまりあると｜
思わない
３６％（１２）
ま
回答の割合
大いにある
６％（２）
少しはある
49％（１６）
新幹線効果は真っ二つ
「大いにある｣｢少しはある」が合わせて１８／33,「あまりあるとは思わない」
｢あるとは思わない」が合わせて１５／33と、回答は真っ二つに分かれた。前
者の理由としては、「鹿児｜島ナンバーのレンタカー客の増加｣、「鹿児島中央
駅からレンタカーやバスで来る春の増加｣、「霧島神宮駅、霧島温泉駅、隼人
駅からの送迎客の増加｣、「旅行会社のプランとして、新幹線とレンタカーが
セットになったものによる観光客の増加｣、「関西、岡山、広島方面からの観
光客の増加｣、「指宿観光とセットで、指宿泊の前後泊客の増加」などが、ま
た後者の理由としては、「鹿児島からの南下（指宿方面）が多く、新幹線を
四ない
、ある
地域によって実感に差あり
地域別では、丸尾洲.衆が「ある」（10)、「ない」(3)、妙見･安楽温泉が「あ
る」(3)、「ない」(2)、霧島神宮温泉が「ある」(4)、「ない」(5)、日当山温
泉（隼人国分含む）が「ある」(1)、「ない」（５）と、地域によって実感にか
なり差が見られた。
丸尾温泉では、「ある」という回答が多数をIhiめた。これは、①霧島温泉
といえば丸尾温泉というイメージが強い、②旅行会社が丸尾温泉のホテル
(特に大ホテル）とタイアップしている、ということが大きいものと考えら
れる。
一方、他の３地区では、「ある」と「ない」が桔抗するか、もしくは「ない」
が多数を占めた。その理111としては、やはり交通アクセス面での問題を指摘
する回答が多かった。
地域別新幹線効果の実感アンケート結果
??????????
丸尾 妙見・安楽霧島神宮 目当山
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利用した観光客は霧島にはあまり来ない｣、「鹿児陽I|'央駅からのアクセスの
困難｣、「ＪＲからのアクセスが悪い｣、「新幹線よりも、高速や空港からのア
クセス問い合わせが多い｣、「これまでは飛行機で来て国分や隼人で前泊して
いたビジネス客が、新幹線で来て鹿児島市内で宿泊するようになった」など
があった。
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ただ、アクセスの問題は丸尾温泉にも共通するものであることから、これ
ら３地区で丸尾温泉より「ない」が多数を占めたのは、前述との裏返しにな
るが、①丸尾温泉と比べて知名度が高いとは言えない、②旅行会社とのタイ
アップが少ない、等の理''1もあるものと考えられる。
一方、丸尾温泉そして他の３地区においても、①霧島神宮駅、霧島温泉駅、
隼人駅等から送迎を実施、②宿泊客に対して礼状、季節の挨拶状等、リピー
ター独得のための丁寧な対応を行っている、等の施設では、「ある」という回
答が多く、対応次第でそれなりの新幹線効果を享受できているようであった。
ビジネス客をターゲットとしてきた隼人国分地区のビジネスホテル等で
は、新幹線効果はほとんど見られず、むしろこれまで飛行機を利用して隼人
国分地区に前泊（後泊）していたビジネス客が鹿児島市内に流れ、苦戦を強
いられているという回答が目立った。
質問２．現在、新燃岳噴火の影響は、まだ残っていると感じますか。
まだかなり残っている（６）若干残っている（１６）
かなりなくなったと思う(8)噴火前の状態に戻った(O）影響はなかった(1)
影響はなかった回答の割合
３％（１）丘
噴火前の状態に戻
０％（Ｏ）
かなりなくなった
と思う
２６％（８）
かなり残っている
１９％（６）
若干残っている
５２％（１６）
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大きかつた風評被害
調査時点（９月中旬）においては、「まだかなり残っている」「若干残って
いる」が22／31と、新燃岳噴火の影響が依然として残っているとの回答が過
半数を占めた。その理由としては、「予約の時に依然として新燃岳の噴火は
大丈夫か聞かれることが多い」という回答が複数見られた。ただ、新燃岳噴
火による降灰等の直接的影響は現在ではほぼ皆無であり、「風評被害による
影響が大きい」と感じている施設が大多数であった。
新幹線開業効果に関する回答と同様、新燃岳噴火の影響に関しても、宿泊
客に対して、安全を伝える便りを出す等丁寧な対応を心がけている施設で
は、噴火や風評被害の影響を最小限に抑えることができたという回答が見ら
れた。
ビジネス客をターケットとしてきた隼人国分地区のビジネスホテル等で
は、新燃岳噴火の影響はかなりなくなったという回答が多く、中には影響は
なかったと回答した施設もあった。
地域別一一依然として多くの地域で影響残る
地域別で見ると、丸尾温泉が「まだかなり残っている」「若干残っている」
(１０)、「かなりなくなった」(3)、妙見･安楽温泉が「まだかなり残っている」
｢若干残っている」(3)、「かなりなくなった」(1)、霧島神宮温泉が「まだか
なり残っている」「若干残っている」(5)、「かなりなくなった」(3)、日当山
温泉（隼人国分含む）が「若干残っている」(3)、「かなりなくなった」「影
響はなかった」（３）という回答が得られた。いずれの地域でも、依然として
影響が残っていることがうかがえる。とりわけ、新燃岳に比較的近い丸尾温
泉では、影響が残っているという回答が他地域以上に多かった。
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質問３．最近３ケ月（６～８月）の宿泊客数や売上額等の状況は、前年同期
と比較していかがですか。
大きく上回っている（３）やや上回っている（９）同程度（９）
やや下回っている（８）大きく下回っている（２）
大き
やや下回っ
２６％（
回答の割合
､る
っている
（９）
半数以上の施設が厳しい状況
「大きく上回っている｣｢やや上回っている」が12／31なのに対し、「同程度」
｢やや下回っている」「大きく下回っている」が19／31と、３分の２近い施設
が前年同期と比較して厳しい状況にあることがわかった。昨年は口蹄疫の問
題で霧島温泉でも軒並み宿泊客数、売上額等が落ち込んだが、その昨年と比
較しても同程度もしくは下回っているということは、想像以上の厳しさと言
えよう。
地域別では、丸尾以外は苦戦
地域別で見ると、丸尾温泉が「大きく上回っている」「やや上回っている」
が７，「同程度」「やや下回っている」「大きく下回っている」が６と桔抗し
ているのに対し、妙見・安楽温泉は前肴ｌ、後者２、’1当111温泉（隼人国分
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含む）は前者１，後者５、霧島神宮温泉は前者３，後者５と、苦戦している
施設が多いことがわかった。この要因としては、前述の通り、丸尾温泉では
新幹線効果を享受する施設が多かった一方、他地区では新幹線効果が十分享
受できていない上、新燃岳噴火の影響や東日本大震災の影響（特に自粛ムー
ド）が大きかったということが考えられる。
日当山温泉の数字は隼人国分地域のビジネスホテルも含んでいることか
ら、新幹線開業によるビジネスホテルの苦戦が、日当山温泉の低迷の数字と
なって表れているものと思われる。
質問４．霧島温泉を元気にしていくには、どのような取り組みが必要だと考
えますか。
（１）ご自身（施設）の取り組み
「サービスの強化」「創意工夫を凝らす」「セミダブルの部屋を増やすなど、
観光客を取り込むために工夫を凝らす」「新しいメニューの開発」「タクシー
割引券を利用して、空港や隼人駅まで送迎サービスを実施する」「強みであ
る温泉販売の強化」「温泉療養プログラムの開発」「個人客のリピート率アッ
プの取り組み強化」「設備の改善」「ハー ド面、ソフト面両面のサー ビス向上」
｢積極的に地域イベントに参加する」「営業活動および各種イベントの取り
組みを強化する」「積極的なＰＲ戦略」「営業所を使ってＰＲ」「霧島が安全で
あることを丁寧にＰＲしていく」「ホームページの充実」「露天風呂や景観の
PR｣｢他施設との情報交換や連携｣｢観光協会の取り組みに積極的に協力する」
（２）温泉街全体としての取り組み・連携
「霧島連山の登山が規制されているため、新たなパワースポット等の開拓」
｢霧島神宮駅から霧島連山に向けてピッコ電車を通す」「水族館、遊園地、植
物園などをつくる」「登山ルートを新たに開拓し、展望台、ロープウェイ、
パラグライダーなどができるようにする」「霧島神宮温泉郷でのイベントの
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開催」「霧島地区専用ラジオ局を開局する」「霧島温泉神社をつくる」「昔か
らある地域に根ざした芸能、祭りを復活させる」「Ｂ級グルメの開発」「温泉
郷一体となった霧島誘客キャンペーン」「市町村合併によって霧島も大きく
なったので、各温泉郷との連携が必要」（お互いがどのような状況で、どの
ような取り組みをしているのが分からない状況)、「温泉手形のように、どの
施設でも共通して利用できるものを開発できないか」「温泉郷あげての風評
被害の払拭」「それぞれの温泉の特色の違いのアピール」
（３）市や県などの広域的な支援
「新燃岳の安全性に関する情報発信」「霧島キャンペーンの継続」「県出身
タレントによる宣伝大使（キャンペーンガール)」「単発的なイベントやキャ
ラバンではなく、助成制度の創設」「資金面でのサポート」「新燃岳を観光資
源ととらえたインフラ整備」「シャトルバス運行への補助支援」「鹿児島中央
駅から霧島神宮までの直通のバスを出せないか｣｢交通アクセスの改善｣｢エー
ジェントに頼らない個性的なイベントが必要ではないか」「ただ漠然とイベ
ントを開催するのではなく、若い視点からの、今までとは違った新鮮な考え
を取り入れていくことが大事」「側面支援」
まとめ
（１）新幹線全線開業効果について
新幹線全線開業効果が多少なりとも「ある」と回答した施設では、第１に、
旅行会社とタイアップを図っているところが多かった。これは、特に丸尾温
泉で顕著であった。
第２に、霧島神宮駅、霧島温泉駅、隼人駅までの送迎サービスを実施し、
ＪＲ最寄駅からのアクセスを確保しているところが多かった。
第３に、鹿児島中央駅からのレンタカー客、バス客を取り込んでいるとこ
ろが多かった。
そして第４に、礼状や季節の挨拶状など、送迎も含め、丁寧できめ細かな
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対応を行うことで、リピーター客を獲得、確保しているところが多かった。
霧島温泉の各地区において、新幹線客を取り込んでいくためには、ＪＲ駅
から各施設までのアクセスをどう確保していくかが、共通の課題であると言
えよう。上記のように、送迎サービスを実施するなど、観光客の負担感、抵
抗感を軽減することによって、新幹線効果を享受している施設も多数見られ
た。ただ、特に中小の施設では、個々で送迎を行うことには限界もあると思
われるので、場合によっては地区ごとで送迎サービスを整備・充実していく
ことも必要と思われる。
アンケートの回答によると、鹿児島中央駅からレンタカーを借りて霧島ま
で来る観光客も増えているようである。霧島は指宿と違って、最寄駅からの
アクセスが一部を除いて不便であることから、観光客が、「それならば鹿児
島中央駅からレンタカーで霧島へ」という発想になるのも、うなずける。
霧島は、美しく雄大な自然景観や、霧島神宮をはじめとした観光スポット
などにあふれており、ドライブを楽しむには絶好の条件が整っている。車の
運転が可能な観光客に対しては、このような「鹿児島中央駅（鹿児島市内）
からレンタカー」といった手段を推奨していくことも、有効なのではないだ
ろうか。
以上は、新幹線客を霧島に呼び込むための１つの検討材料である。これは
これでぜひ進めていくべきものと思われるが、一方で、霧島温泉には、空港
に近いこと、そして高速道路（インターチェンジ）に近いこと、という大き
な優位'性がある。これらの優位‘性を活かして、これまで通り、否、これまで
以上に、飛行機で来る客や車で来る客をターケットとして、積極的な宣伝活
動やおもてなしを行っていくことも肝要である。飛行機と新幹線を組み合わ
せた旅行商品の開発なども検討していくべきであろう。
国分隼人地区のビジネスホテルは、アンケートの回答に見られる通り、ど
こも苦戦を強いられているようであった。今後は同地区のみならず鹿児島市
内のホテルも競合相手となることが予想されることから、鹿児島市内のホテ
ルと同等かそれ以上のサービス水準を保っていくことが不可避となるである
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う。その際、国分隼人地区のビジネスホテルにおいても、レンタカー利用客
をどう取り込んでいくか、という視点がこれまで以上に重要になってくるも
のと思われる。日当山温泉などと連携して、宿泊客に温泉入浴サービスを提
供していく等、様々な創意工夫を凝らしていく必要もあるだろう。
（２）新燃岳噴火の影響について
新燃岳噴火の影響に関しては、まだ残っていると回答した施設が、調査時
点（９月中旬）においても過半数を占めており、その深刻さを改めてうかが
わせるものとなった。しかも、その場合の影響は「実害」というよりも「風
評被害」であり、これを取り除いていくためには、個々の施設はもちろんの
こと、地区ごと、そして行政による地道で丁寧な取り組みや情報発信が不可
欠である。
（３）今後の課題
外部要因（新幹線全線開業、新燃岳噴火）を活かし、また克服しつつ、よ
り魅力的な観光地としていくためには、個々の施設におけるサービスとおも
てなしの質を高めていくことが欠かせない。たとえば､接客、食事､施設(部
屋、風呂、清潔感等）の質である。
特に近年はインターネットの普及により「口コミ」の威力が極めて大きく
なってきており、多くの観光客は「口コミ」の評価を参考にして施設選びを
している。「口コミ」で高い評価を獲得・維持していくことは容易なことで
はないが、客の率直な感想が把握できて改善に結びつけることもできるし、
何より高評価をもらえると励みにもなる。その一方で、他のすべての従業員
のレベルが高くても、お客様に対していいかげんな対応を行うたった1人の
従業員がいるだけで、施設全体の評価は低くなり、集客も困難となる。それ
ぞれの立場において、お客様の立場に立ってサービスやおもてなしができる
かどうかが決定的に重要であり、経営者はそのための従業員教育を徹底して
いくことを怠ってはならない。
菊地裕幸：霧島温泉における新幹線全線開業の効果および新燃岳噴火の影響について９３
また、食事は特に重要である。最近は舌の肥えた客も多くなっているよう
であり、そのような人達をも満足させるためには、味にインパクトがあって
美味しいことはもちろんのこと、地元でとれた安心、安全、新鮮な食材をふ
んだんに取り入れ、霧島でしか味わえないようなものを提供していく必要が
ある。近年、霧島だけでなく鹿児島県内の宿泊施設等では、腕の立つ料理人
(特に和食の料理人）の高齢化が進み、後継者がなかなか見当たらないと聞
く。後継者育成も今後の重要な課題であろう。
最後に、４地区間の連携および行政の役割に触れて、終わりとしたい。
霧島市は2005年に旧国分市、隼人町、溝辺町、横川町、霧島町、牧園町、
福山町のｌ市６町の合併により誕生した。丸尾温泉は旧牧園町、霧島神宮温
泉は旧霧島町、妙見・安楽温泉および日当山温泉は旧隼人町にあり、合併後
もこれら４地区において十分な連携、情報交換等がなされているとは言い難
い状況である。
たしかに４つの地域にはそれぞれの特徴、個性、歴史があり、泉質におい
ても異なっている。まずは地域内の各施設においてこれまで以上に協調・連
携を強化し、それぞれの地域の強みを育み、活かしていくことが基本となる
であろう。市町村合併によって４地域がいずれも「霧島市」となることによ
り、ＰＲの際にはそれぞれの個性が埋没してしまい、４地域の特色が見えに
くくなってしまっているように思われる。丸尾温泉以外の３地域においては
特にその不安や危倶が大きいようだ。「霧島温泉郷は１つではない」という
ことを前提に、行政等はＰＲに工夫を凝らしていく必要があるだろう。
そしてその上で、４地域における情報交換や連携の強化が重要である。４
地域それぞれが独自の個性や強みを有しつつ、それらが一体となって「霧島
温泉郷」という共通のブランド化を図ることによってそれぞれの強みをさら
に強化し、相乗効果を狙っていくような試みが何かできないものであろう
か。４つの地域はそれぞれが競争相手であるとともに、それぞれが、霧島観
光さらには鹿児島観光を担っていくべき、いわば「運命共同体」である。
また、行政の役割としては、基本は行政は「縁の下の力持ち」であり、各
９４鹿児島経済論集第52巻第１－４合併号（2011年12月）
施設間や各地区間の「コーディネーター」である。そのことを認識した上で、
公平性に配慮しつつもメリハリの効いたハード面・ソフト面のインフラ整備
や、地域経済全体に経済効果が波及し得るような施策を推進していくことが
必要であろう。
霧島温泉郷の今後のますますの発展を、大いに期待したい。
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